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研究成果の概要（和文）：座りがちな生活習慣は肥満やメタボリック・シンドロームの発症リス

クの上昇と関連し、座ったままで過ごす時間がインスリン抵抗性を高めるためであると推測さ

れている。乳がん化学療法を受ける患者では座りがちな生活スタイルとなる傾向にある。本研

究はパイロットスタディとして、乳がん化学療法中の患者を対象に活動強度別活動時間とイン

スリン抵抗性、体重増加率、身体組成の変化との関連性を検証する。インスリン抵抗性は

HOMA-R（Homeostasis Model Assessment Score）で評価する。データ収集中の現時点

で、体重増加率は 3.0METｓ（metabolic equivalent）以上の活動時間数と強い負の相関関係

にあり、化学療法中の体重増加抑制には中等度以上の身体活動量が影響する傾向が認められた。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Sedentary behavior is positively associated with an increased 
risk of obesity and metabolic syndrome. It is suggested that sedentary time has an 
association with insulin resistance. The breast cancer survivors who received 
chemotherapy had a tendency towards a sedentary life-style. The purpose of this pilot 
study was to assess the effect of the amount of time of physical activity intensity levels 
on insulin resistance, weight gain and body composition among breast cancer survivors 
who received chemotherapy. Insulin resistance was measured through the 
Homeostasis Model Assessment score (HOMA-R). The rate of weight gain was strongly 
negatively correlated with the average amount of time with more than 3.0 METs 
(metabolic equivalent). We are continuing to collect data to increase the sample size. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）本研究課題申請時の背景 

がん治療中、治療後の人々（以後、サバ
イバー）の 7 割以上が倦怠感を体験し、普
通の生活は妨げられており（Ahlberg, 
2003）、乳がんサバイバーでは身体活動量
が少なく過体重のために健康障害が起こ
りやすい(Irwin ,2003)。また乳がん患者
では診断後 1 週間に 3～5 時間、普通の速
度で歩行する者が最も死亡率が低いこと
が明らかにされた(Holmes ,2005）。   
このようにサバイバーに対する積極的

な身体活動が近年推奨されているが、現実
的にはサバイバーは身体活動に消極的な
場合が多い。本研究代表者の研究チームで
は乳がんサバイバーが、家庭で手軽に実践
できる運動プログラム（エアロビクス、筋
力トレーニングなど）を開発し、この内容
を紹介する DVD を作成した。そしてサバイ
バーに対する運動実践の継続的モニタリ
ングと療養生活相談を行なう看護支援シ
ステムを実践中である。従来、このような
運動実践の効果を判定する指標には、筋力、
身体組成、最大酸素摂取量、倦怠感や抑う
つ気分、QOL などの測定尺度が用いられて
いる（外崎,2009）。また近年、脳科学領域
では、「鬱」とセロトニン神経との関係に
注目し、セロトニン神経はリズム性運動を
継続すると活性化され、爽快な感覚が起こ
ると報告され、運動の神経学的な効果も検
証されている（有田,2004）。 

 
（２）本研究課題申請時の研究動機 

がんサバイバーの身体活動量の増加は
合併症予防効果や、心理的、認知的側面か
らも爽快感をもたらし、心身の活性化をも
たらすことが期待されつつある。従来運動
の効果指標として、臨床の場で繰り返し評
価可能な方法には筋力測定などが、心理的
側面は質問紙法が主に用いられていたが、
両者とも被験者の調査に対する誠意や協
力意思の程度に依存する部分が大きいと
いう弱点があった。本研究では運動の効果
指標としてバイオマーカー（生体試料）を
用いて測定し、生化学的で定量的な実証方
法の妥当性を検証することをめざしてい
く。このことは臨床看護研究において、効
果指標開発という側面から非常に意義深
く、かつ、運動に対して積極的になれない
がんサバイバーにとって、運動への強い動
機付けとなるようなエビデンスとなりえ
る。 
 
Ahlberg K.,Ekman T., Gaston-Johansson 

F, Mock V. Assessment and management 
of cancer-related fatigue in adults.  

Lancet. 362,640-650 (2003) 
Irwin ML, Crumley D, et al. Physical 

activity levels before and after a 
diagnosis of breast carcinoma  The 
health, eating, activity, and 
lifestyle study. Cancer. 97(7), 
1764-57(2003) 

Holems MD.,et al.Physical activity 
and survival after breast cancer 
diagnosis. JAMA,293,2479-2486(2005) 

外崎明子,佐藤正美,他：がんサバイバー
の健康生成のための運動プログラムの
開発 文献レビュー,日本がん看護学
会誌,23(1),3-20(2009) 

有田秀穂、鈴木郁子,他：リズム性運動と
脳 幹 セ ロ ト ニ ン 神 経 , 自 律 神
経,41(3),338-342（2004） 

 

２．研究の目的 

 乳がん化学療法を受ける患者に対して、運
動負荷が比較的ゆるやかなリズム性運動（ウ
ォーキングやエアロビクス）を 3 ヶ月程度継
続実施してもらい、この運動の効果を血液ま
たは尿中のバイオマーカーを指標として評
価する。さらにこれらのバイオマーカーの併
存妥当性の検証には、既存の倦怠感、抑うつ、
気分尺度等を使用し、これらの結果とバイオ
マーカーの結果との間で、相関関係が認めら
れて運動の効果指標となりえるか検証する
ことを本研究申請時の研究目的とした。さら
にこの成果は、運動ががん治療後の人々の心
身の活性効果をもたらすことを実証し、抑う
つ的で身体活動に対して消極的な傾向にあ
るがんサバイバーに対して、運動継続への強
い動機づけとなりえることもあわせてめざ
した。 

 

３．研究の方法 

（１）乳がん化学療法中の患者の運動効果指
標となるバイオマーカーに関する文献検討 

  

国内外の文献検討により、がんサバイバー
に対する運動継続がもたらす効果を評価し、
簡易に採取でき、繰り返し評価可能な最適な
バイオマーカーを選出する。 

 

（２）乳がん化学療法中の患者の身体活動量
とインスリン抵抗性（HOMA-R）の関連検証 

  

初発乳がん化学療法(アントラサイクリン
系とタキサン系を含む治療レジメン)を受け
る者で、研究代表者（外崎）が先行調査中の
乳がん化学療法の 2サイクル目以降に日常生
活活動促進プログラムの提供を受けている
対象者に対して、身体活動量、インスリン抵
抗性、身体組成（体脂肪率、骨格筋肉量）と



の関連性を明らかにする。さらに身体活動量
と倦怠感、抑うつ気分などの気分状態との関
連性を明らかにし、乳がん化学療法中から終
了までの期間の日常生活活動量と、インスリ
ン抵抗性、身体組成や、心身の安定度への影
響について検証することを目的とし、以下の
方法でデータ収集と分析を行う。 
①3 軸方向加速度計を使用して化学療法２サ
イクル目開始日（以下、T０）から終了まで
の約 3ヶ月間の身体活動量（平均歩数、活動
強度別活動時間数、総消費エネルギー量等）
を継続的に計測する。 
②化学療法終了日より 3 週後（以下、T１）
に採血を行い、インスリン抵抗性を空腹時血
糖値および空腹時インスリン値より HOMA-R
を算出し、インスリン抵抗性を評価する。 
③高精度体成分分析装置を使用して、身体組
成（体脂肪率、骨格筋肉量）、体重、BMI（Body 
Mass Index）を T０および T１に測定する。 
④T1 のインスリン抵抗性が T０から T1 期間
の平均身体活動量と関連性があるか相関関
係を検証する。また T1 のインスリン抵抗性
と T0 および T1の身体組成との相関関係を検
証する。 
⑤T0 および T1 の抑うつ気分を CES-D 日本語
版で、倦怠感を Cancer Fatigue Scale で、
健康観については SF-36 を用いて評価し、T0
から T1 期間の各平均身体活動量との相関関
係を検証する。 
⑥T1 のインスリン抵抗性を従属変数とし、T0
から TI 期間の平均身体活動量、身体組成 I
の中でインスリン抵抗性と有意な相関のあ
る項目を独立変数として、重回帰分析を行い
関連性を検証する。これより乳がん化学療法
後にインスリン抵抗性が上昇することへの
リスク因子を特定する。 
⑦抑うつなどの気分状態と身体活動量との
関連性を検証し、化学療法期間の心身の健全
性を維持することと、身体活動との関連を検
証する。 
 

４．研究成果 
（１）乳がん化学療法中の患者の運動効果指
標となるバイオマーカーに関する文献検討 

 
乳がん治療中の患者では日常生活での活

動量が低下し、過体重や肥満をまねきやすく、
乳がんの再発率の上昇や合併症への罹患率
増加など予後悪化の要因となっている。この
原因としてインスリン抵抗性の関与が米国
におけるコホート研究により示唆されてい
る 1～３）。わが国におけるコホート研究では、
糖尿病の既往がある者は既往なしの者に比
べて約 1.2 倍、がん罹患リスクが高いという
報告がある４,5）。しかしこれまでわが国にお
いて、乳がん治療後の予後とインスリン抵抗
性との関連性は明らかにされていない。イン

スリン抵抗性は身体活動によって骨格筋で
のインスリン感受性が高まり、脂肪組織量の
減少、すなわち肥満の軽減による効果と骨格
筋局所による効果（例：骨格筋脂肪含有量の
低下による脂肪毒性の解除）が想定されてい
る。つまりインスリン抵抗性は身体活動量を
増やすことにより改善することが明らかに
されている。しかしその効果は短時間で減弱
するとされ、週 3回以上の継続的な運動が推
奨される根拠となっている。そして身体活動
量が低下するとインスリンの作用不足をま
ねき、高インスリン血症を生じ、腫瘍細胞の
増殖を刺激してがん発症リスクを高めるこ
とがこれまでに明らかにされている 6）。 
そこで本研究は、乳がん化学療法中から治

療後の限定された期間内の患者の身体活動
量 の 低 減 は 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 指 数
（HOMA-R：Homeostasis model assessment as 
a clinical index of insulin resistance）
を上昇させ、身体組成の変化を招いているか、
これらの関連性の検証を目的とすることと
した。この検証により運動の効果を評価する
ことができれば、乳がん化学療法を受ける患
者にとって、乳がん治療後の予後を良好にす
るために適正な身体活動量を維持すること
は予後を良好とするためのセルフケア方略
となりえ、対象者の QOL の向上をもたらすこ
とが予測できるからである。そして本研究を
予後改善目的も含めた有効な身体活動プロ
グラム開発研究のパイロット・スタディとす
ることをめざすものとした。 
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２）Bradshaw, P.T. et a(2012). 
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survival after breast cancer diagnosis, 
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（２）乳がん化学療法中の患者の身体活動量
とインスリン抵抗性（HOMA-R）の関連検証 

 
 2013年2月末に研究実施施設での研究倫理
審査の承認を得て、データ収集を開始したと
ころである。 
先行調査中の乳がん化学療法中 2サイクル

目以降に日常生活活動促進プログラムの提
供を受けている対象者が 15 例登録されてお
り、これらの対象者より T1 ポイントでイン
スリン抵抗性の測定を開始している。先行す
るプログラム参加者データの途中分析結果
は以下の通りである。平均 88.7 日間の身体活
動量を計測し、この結果、一日平均歩数は
6836.7 歩、観察期間中平均体重増加率は
3.3％、体重増加率と 3.0METｓ(metabolic 

equivalent) 以上の一日平均身体活動時間と
有意な負の相関にあり、1.5METｓ未満平均
活動時間と抑うつ得点は強い相関があった。
さらに治療後の体脂肪率の高さは身体的健
康観の低さと有意に関連していた。また治療
開始当初より体脂肪率が高い者は治療期間
中の体重増加率も高く、身体活動量も低い傾
向にあった。以上より身体活動量の低下は体
脂肪率の増加と心身の不調に関連している
ことが示され、身体活動量が低くなりやすい
ハイリスクグループとしては治療前より他
脂肪率が高く、治療中うつ傾向を示す者とい
う特徴が示された。 

今後さらにサンプルサイズを増やし、化学
療法期間の平均身体活動量とインスリン抵
抗性の関連性を検証し、身体活動量が低くな
りやすいハイリスクグループの特定をめざ
す。これにより化学療法中適切な身体活動量
を維持することを特に支援すべき対象者の
特性を明らかにすることが今後の課題であ
る。 
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